
健康の森学園は、大地育人の理念のもとに、知的障害のある方々の福祉の増進を図るこ

とを目的として平成３年に設立されました。開園から四半世紀が経過し、障害のある方々

を取り巻く環境は、国内外ともに大きく進展しました。本学園でもそれに伴って指導や支

援の体制整備を進め、今日では、人々の多様なあり方を相互に認め合い尊重し合いながら

共生する社会の実現をめざして、本学園ならではの取組を進めております。

開園２５年という節目にあたり、本学園の更なる充実発展を願って周囲から応援してい

ただいている皆様の組織として「健森応援団」を結成することになりました。当面は、園

生との交流や各訓練班での体験活動などの場を通して、自立と社会参加に向けた指導・支

援の充実や、地域社会への啓発に関する活動等に取り組みながら、応

援団としての組織づくりを進めていきます。具体的な活動につきまし

ては、団員の皆様と相談しながら進めてまいりますが、将来的には「

健森応援団」が主体となっての運営を想定しております。

本学園が、障害のある方々と地域の方々とが、ふれ合い・支え合い

・学び合いながら共に生きる新たな地域文化の創造拠点となりますよ

うお力添えをお願いいたします。

１０月２５日（日）に『健森応援団』結成後、初めての体験活動「椎茸狩りと豚汁 in
健康の森」を行い、健森応援団員と林産家事生活班の利用者の方など１７名が参加しまし

た。健康の森の椎茸は、全農乾椎茸品評会で全国第２位 林野庁長官賞を受賞する程の品

質です。参加者が協力し、肉厚で形の整った椎茸をコンテナいっぱいに収穫しました。肉

厚の椎茸を炭火で焼くとステーキのようなおいしさでした。参加者一同、健康の森の秋を

味わいました。

「食べ頃ですね。」 「採りたての椎茸は

「はい、がんばって おいしいなあ。」

お世話しました。」 「ステーキみたい。」

「豚汁が、

「こんなにたくさん収穫 おいしいなあ。」

するのは、初めて！」 「おかわりを

どうぞ。」
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「健森応援団」結成にあたって


